指導用各種データサンプル
訳文A（和訳）
Lesson 2　Iwago Mitsuaki―An Animal Photographer

Section 1
生徒：まず第一に，岩合さんはどうしてネコが好きなのですか。
岩合さん：彼らが自由だからです。ネコはペットとして人間とともに生活していますが，リードにつながれていません。ネコは美しくて，完璧です。
生徒：いつもネコの面白い写真を撮りますね。どうやっているのですか。
岩合さん：写真を撮る前に，ネコの生活習慣をよく観察するのです。例えば，ネコがたくさんいる街では，私は彼らを毎日観察します。寒い朝には，彼らはいつも同じ場所に集まってくるのです。その場所はおそらく日光で暖かいのでしょう。ですから，私はあらかじめその場所に行って，彼らを待つのです。彼らは自然に，私の周りに座ってきます。

Section 2
生徒：岩合さんは一年以上アフリカに住んでいましたね。そのご経験について教えてください。
岩合さん：それはもうすばらしかったです。タンザニアのセレンゲティ国立公園には，たくさんの動物がいました。最初は，私はアフリカについての典型的なイメージを抱いていました。シマウマを狩るライオンや，ガゼルを追うチーター（など）です。しかし，しばらくすると，考え方が変わりました。
生徒：なぜ考え方が変わったのですか？
岩合さん：実際には，そこに住む動物の多くはそれほど動き回っていませんでした。彼らはただくつろいでいたのです。キリンは，高い木の葉を食べていました。私はその光景に深い感銘を受けました。とても美しくて穏やかでした。私は，動物や自然の写真をありのままに撮らなければならないと気付きました。



Section 3 
生徒：写真を撮っていて，ネコから何を学べますか？
岩合さん：ネコは私たちの生き方にいくつかのヒントをくれます。例えば，彼らはいつも居心地のよい場所を選びます。寒いときには暖かい場所に行きます。暑いときには木陰に逃げます。ネコたちは自然と調和して生きています。これをヒントに，人間もシンプルな暮らしができます。
生徒：岩合さんは写真を通してどのようなメッセージを伝えているのですか？
岩合さん：私の写真で人々が自然と動物との調和について気づいてくれることを願っています。人間も自然の一部です。このことは心に留めておかれるべきだと思います。そうすることで，私たちは自然と動物と共存することができるのです。

Challenge　写真の箱舟
　現在，多くの動物が絶滅の危機に直面しています。例えばパンダ，トラ，ウミガメなどです。どのようにこれらの動物たちを守ることができるでしょうか。
　ジョエル・サートレイさんは動物写真家です。彼は「写真の箱舟」というプロジェクトのために動物の写真を撮っています。それは，聖書にある「ノアの箱舟」にちなんで名づけられています。彼は10年以上かけて，世界中の動物園や水族館で6,000種ほどの動物の写真を撮りました。そして，それらの動物の写真集を出版しました。写真集を通して，人々は動物が特有で重要であると感じます。ノアの箱舟のように，彼の写真集は動物の保護へとつながるのです。
　サートレイさんは「世界中の動物園と水族館にいる12,000種すべての写真を撮るつもりです。」と話しています。彼は，人々が生命の大切さに気づくことを願っています。

